
〈その 齢

〈ふ り が な>

1敬 治 鎚 体 の 名 称

2盆 た る事 務 勝 の 勝 往 地

(アバhnト ・マンシNン 名)

(蜘3代褒 脅 の 民 多

mailpt

(姓)喋 会 計 責 任 餐 の 琉 名

黒木

収 支 報 告 書

ふ じいひさゆきこ うえんかい ぐとうほうかい)

藤井比早 之後援会（ 藤鳳 会)

〈

平成27年 分

關催分〉

兵庫県三木市大村530-1

(名)

藤井比早 之

漉 動 匿 域 の 区 分
:2以hの 都道府象の区域等 欝 岡一の都道府県の区域内

葡

人

ー

豊

事 務 擦 楽 脅 の 氏 名

(娩〉

面野

〈名)

功

(電話)

〈電話〉

(電藷〉

e794--81--1.i18



(そ(7)2> 収 支 の 状 洗
1エ ラ ・一 チ エ ッ ク 済1

1収 支の総揺蓑

収 入 総 額 18,528

(前 年 か ら の 繰 越 額) 18,528

(本 年 の 収 入 額 〉 0

支 出 総 額 0

翌 年 へ の 繰 越 額 18,528

2収 入項霞別金額の内訳

(1>欄 人の負握する党費又は会費

金 額 0

員 数(党 費又は会費を納入 した人の数) 0

(2>寄 附

ア 寄附(イ を除 く.〉 の区分 金 額 備 考

(ア〉欄 人 か ら の 寄 附 0

(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ〉 法人その飽の懸体か らの寄附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0

小 計(ア)十 ω+(ウ) 0

(寄附 の うち寄附のあ っせ んに よるもの〉 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計 くア+イ) ◎



藍エ ラーチ ェ ック済叢

(そ の13>

3支 出項 目別金額の内駅

(1)支 趨 の 総 括 表

項 霞 金 額
備 考

塞綿又は支部に購 して
嫉与した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)入 件 費
　 　

(2>光 熱 水 費

(3>備 品 ・ 溝 耗 品 費

(4)事 務 所 費

小 欝 ◎ 0

2政 治 活 動 費

(め 組 織 潜 動 費 0

(2>選 挙 関 係 費 0

(3>機 関紙誌 の発行その他 の事業費 0 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0

イ 宣 伝 事 業 費 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0
ヱ そ の 他 の 事 業 費 0

(4>調 査 研 究 費 0

(5>寄 附 ・ 交 付 金 0

(6)そ の 他 の 経 費 0

小 謙 0 0

合 欝 0



(その17)

1資 産等の総揺袋

資 産 等 の 状 況
ζ:ラ ーチェ ツク済1

資 産 等 の 有 無

資 麓 等 の 項 § 刷 区 分
θ

有 無 備 考

ア よ 挫 欝 懇

イ 鐙 物
一

鋤 懸

ウ 勲 蠣 叢鑓 鑑 .　滋 髄 　餐x庶 圭二迦 之黛鎧撫 欝 磁

工 懲 得 ぬ 簸 額 撮 鰻 盗 獲 髪 超 孟 ゑ 動 鑑
鑓 懇

オ斐難 祭 撃 畿 腹讐 該 乱一i 灘 騒

一 一

力 金 簸 雛 議 弩 慾

キ 寮 鐘 蔽 拳 の 鑓

一

ク 趨 盧 藁 憲 ゑ 権 懸 欝 磁

一

ケ 黛1鑑 麗漁 罎磁 澱 蟻 雛豊超えゑ黛猛金 難 磁

　 　

澱 蕊 払 鍛 臆 金 麺 蚕 畷 薫 搬 血 超 孟 る 嚢窯金
礁 慾

一

サ 璽飽 麺簸 搬超 鑓 藁 難 磁 搬姻 二童二礁灘
　

欝 磁

皿

了

シ 鎧ム旗 ご鑑繊鶯農溢戴 薫磁之超盈る 鎧ム途 日 懸
.

　 　



1エ ラーチ 瓢 ッ ク測

(そ の20> 宣 折言 童
閾

添付書類(別 添のとお り>

1領 駁書等の写 し

2監 査意見書(政 党本部及び政治資金懸体に隈る。>

3政 治資金監査報皆書(国 会議員関係政治懸体に限る。〉

この報告書 は、政 治資金規正 法 に従 って作 成 した ものであ って、真実 に櫓 違 あ りませ ん、

平成27年5月25欝

政治 鑓 体の名 称

会欝責任者の氏名 黒木

代 褻 者 の 氏 名

藤井比畢之後援会(藤 鳳会〉

豊人 醗㈱

〈代 表者については解散勝のみ詑入すること)

1即 〉



政治資金監査報轡書

単成28年5鰐24難

騰 撒 髄入憐}}噸 ◎ll
登録番琴 第30弩 ・

研修修 了年月 鶏 平成20年 匪2翔25欝

達.監 概の概要

(1)私 は、政治資金規正法 〈以F「 法」という.〉第ユ9条のユ3第1項 の規定に基づき、ぎ藤井比 畢

之後援会(藤鳳会慧の華成27年 に係る法第12条 第1項 に規定する収 支報欝書のすべてグ)期聞

を対象として、当該収 支報欝書並びに≧縮亥収支報告書に係る会計帳簿、明細書、穎叡書等、領

収書等を徴し難かった支娼の明細 書、振込明細講及び振込明細書に係る支娼鶏的書(支 韻の 欝

的が詑載された擬込明細書の写しを含む。以 下醐じ。)にっいて、支出に関する敏捨資金監査を

行った,

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適驚化 委鑓会が

建める敏 治資金監査に関する畏体的な指鈴(以 下敬 治資金監査マユ講アル」という、〉に基づ

き行った。

〈3>私 の壷任は、外部性を有する第蕊者として、閣会議員関孫政治懸体の会計責任奢の作戒 又

は徴敬した収支報欝書並びに轟該収支報憲書に係る会計鰻簿、明細 書、領牧 鞍等、領鋏 書等を

徴し難かった支鐵の明細書、振込明細 警及び振込明細書に係る支出撰的 書ついて、政治資金監

査マ轟訟アルに基づき政絵資金監査を費った結果を報告する:'とにある。

(4)こ の致治資金監査は、『藤 丼比皐之後援会(藤鳳会〉』の薫たる事務燐 において行ったc.

2、監査の結果

私が実施 した敬治資金監査の結果 は、以下のとおりである。

(i)法 第19条 の13第2項 第1蟻 に規定する事項について、会計帳簿が保存されていた、

なお、政治資金監蓋の対象期閥においては、il=藤搾地単之後援会(藤 鳳 会)灘に係る支出はなく、

明細 霧、籏蚊 舞等、傾収書等を微し難かった支鵡の明細 書、振込明細書及び振込明細書に係る

支撫 翼的書は存霧しなかった、

(2)法 纂19粂 の】3第2項 第2簿 に規定する事項について、会計鰻簿には、遜該麟会議鹸関係

致治鐡体に係るその無における支繊の状況が記載され、かっ、嶺該国会議員関係政治闘体の会

計責任着が巌該会計帳簿を鋳えていた、

(3)法 第19条 の13第2項 第3弩 に規定する事項について、法鋤2条 第ヱ項に規定する収支報

欝書は、会計帳簿に基づいて、支出が計上されていない状況が表示されていた、,

(4)法 第欝 条のヱ3第2項 第4弩 に規定する箏項について、傾収 書等を徴 し難かった支出の明継

書及び披込明細書に係る支ifS,S!1的書は存在 しなか〈)た。

3.業1務 欝瑠製

鍵藤井姥箪之後援会(藤 鳳会〉黛 私との聞には、法第19条 の13第5項 の規定に違反する慕箋は

ない、

9"藤舞比早之後援会(藤鳳会埴

代表 藤井 比羅之 澱

以.}二


